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2一:Phe丑y■beロzOPγrOneを 基 本骨旙 と した天 然 フ ラボ ノ イ ド化 合 物は 数 多 く知 られ,こ
れ ま でに約400種 記載 きれて い るが 季中で もフ ラボ ン豹 よび フ ラボ ノー ル の 占め る割合 が最 も多
い ・ これ らの多 召 緯 糖 体 と して 植物 の葉g花,果 実,種 子鉛 よび根な どあらゆる灘位 に 存在 している 、
フ ラボ ノ イ ドは 紫外 線 の吸 収 性が 強 くg櫃 物 体 を光 線 の署 作 用 か ら保護 す る とい われ,・ま.た,植 物
の 酸 化防 止Pタ ンニ ン生 成,体 内酸 化環 元 過程 へ の 関与等 も考 え られ て い る,
纏物成 分 の中 で フ ラボノ イ ドは 殊 に広 範 囲 に わた って 存在 し.,化 学 構造 的 に も変 化 に蜜 み,生 化
学的にも安定で ・しか もその識別が上ヒ灘 錫 聯 画 近年鍛 しつつある・・・・・・… 一
no皿y的 研 究 に格好 の資 料 を提 供 す るも の と思わ れ る.
著 者 は現 在未 開 拓 で あ る邦産 植物 の成 分 の うち 特 に フ ラボ ノ イ ドにっ いて 広 く強索.し,そ の構 造
を解 明す る ととも,に各 属 植物 を成 分的 観 点 よ りその 関 連性 に っ いて 究 明 し,い わ ゆるChθmota-
xono臓y一 の可 能性 を.見い 出 し.,さ らには そ れ ら植物 の薬 用 資源 として の寄 与 に ついて も検 討 を加
える 目的 で本 研 究 に従 事 した・ か くて,～ 二れ ま で にGhrアso8pleniUln(ネ コノ メソ ウ)属 夢
よびG斗rsiu皿(ア ザ ミ)属 植物 の成 分検 索 を行 い, .特 にGhrySCs:p■eniu皿 属 植物 の 硯究
でr応 所 期 の 目的 を達 した`
Chryβos:P■eniu孤 属 嫡Saxifragacθae(ユ キ ノγ タ科)に 属 し,そ の 分 布は 広 く ・
わが 国では,本 州,四 国,九 州わ よび北海 道 の 各弛 に 自生 し,.分 類学 的 に は・母種i4」 変 種99品
種1を 含 めた24種 に 区 分 され て い る◎Saxifragace邑 ㊥植 物は古 くか ら民 間で薬 用に 供 され
て い る もの が多 く,そ の 成分 豹 よび薬 用 緬値 にっ いて も若干 明 か にされて い るが,Ghrysosp-
leniu.皿 属 に関 して は ヤマネコノメソウの 成分 報告 参 あ るの みで,そ の 地 の成 分,薬 用蜘 値 に っ い.
ては 全 く検 討 され て畷 い・ゼ
著 者 は本 属 檀物 の うち入 手 し得 たTABL蜆 …..に 示 す12種 の植 物に つ いて フ ラボノ イ ドを主体
と した 成 分 検索 を 行っ た 諏
一一般 に
,ほ とん どの 櫃物が 大 な 参小 な ウフ ラボ ノ イ ド成分 を含 有 して い るの が通 例 であ るが,
Ghry'SOSpleniu・ 瓶 属 鰺 勿の場 含 フ ラボ ノ イ ドを含 有す る もの と,全 く含有 し ない もの とが ほ
.
ぼ相 半 ば し,含 有 す るもの ぱい ずれ も天 然 界 では 比 較的 稀 な5位 に ン.トオ キ シノヒ基 を有 す るフ ラボ
ノ ー一ル 配 糖 体で あ る とい う興 味 ある 專実 を知 り得 た、.その うち,ネ コ ノ メ ソ ウ,ツ ル ネ ロノ メ ソ ウ.,
ム カ ゴネ コ ノメ,ヤ マ ネ コノ メ ソウ,タ チ ネ コノ メ ソ ウか ら6麺 の フ ラボノ イ ド成分 を分離 し, .そ
購 趣 糊 し拶 ・ツル加 ノメソウ磁 分・・蝋 ユ璽 舷 く5種を訪 勉 も新配麟 で・
一75一
TAB.LEj,
ネ コ ノ 多 ソ ウ
ソ ル ネ コ ノ メ ソ ウ.
タ チ ネ コ ノ メ ソ ウ
ム カ ゴ ネ コ ノ メ
ヤ マ ネ コ ノ メ ソ ウ
チ シ マ ネ コ ノ メ ソ ウ
ソ ク シ ネ コ ノ メ ソ ウ
.コ ガ ネ ネ コ ノ メ.ソ ウ
ホ ク り ク ネ コ ノ メ ソ.ウ
ボ タ ン ネ コ ノ メ ソ ウ
イ ワ ボ.タ ン

















var.sta血neu皿Franσh6.θ 七 細 寸a七..
.それ ぞれc.hryso8,1en◎sideA
,B,C,Dお よびEと 命 名 した(TABLED)ボ っ ぎに,.
ッ.クシ ネ コノ メ ソ ウわ よび チ シマ ネ ヲノ メ ソ ウで は フ ラボ ン反 応僅 か に陽性 で}含 量 が「き.あめ て す .:
〈な く結 晶 と して単 離 し得 なか っ た.世 し,ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラフ イ.一では上 .記6種 フ ラボ ノ イ
ドのいず郷 一致しないスボツトカ禰 .られた一 方 〆'ナ 河 メ・コガネネコノメ.ソウ渉
1蹟 ♂メソウ'ボ搾 ノ桝 よびイ喫 　 ラボで1.ド献 全騨 絶
著 者が検 索 した 植物 の うち,ヤ マ ネ コノ メ ソ ウの成 分 で以 前 に5位 に遊 離 の水 酸基 を有 す る もの
とされ てい たch.rアso呂P■enin(chrアsosp■enetin皿ono9ユ.紅cO8..iaρ)の 構潭 に つ
いて,疑 問 が生 じ,再 検討 の 結 果,5位 に メ トオ キ シル基 を有 す る2種 の フ ラボノ ール配 糖体
chrySOsplenO8iこeB恥 よ びDの 混 合 物で あ るこ とが荊 明 .レ・ここ にchelnO七axOnO噂
工ay:的研穽 の重要 性 を あ らため て 認識 した♂.
一 方 ,Ghrγ80βPユeM魏m属 植物 か ら得 られ た成 分は いずれ も共 通 して水 に比 較的 易溶 性 で.
「
あ り,ま た,タ チ ネ コ'ノ メ ソ ウ よ り得 た 配;藏'体 の.ア グ リ コ ンChry'so5PlenO↓..Bと 同 一 化 合 ..
妻
物が カ ミ シレ よ り分離 され,か な り強 い 抗 炎症作 用 を有す る ことが 報 告 され て硲 る こ とな どか ちみ



















































































っ ぎに,Oir8iu皿(ア ザ ミ)属 植物 にっ いて は,本 邦 では か よそ140種 を数 え るが, .分類
学的 に その識 別が 比 較 的困 難 な部類 に 属 して い る.本 属 植物 の 多 くは 食用 に供 きれ,そ の うち,ノ
ァザ ミ,ヤ マ アザ ミ騎 よ びハ マ アザ ミが薬 用 と され て い る,そ の化 学 的成 分 にっ いて は,傘 田 直賢
博士 らの 研 究 に始 楼 匂,種 属 の異 同,地 理 的分 布 と成 分(特 に フ ラボ ノ イ ド)と の 関連 性等 にっ い
て検討 が な され,す で に9種 の アザ ミにっ いて の報 告 が あ る ・ これ に よる と.そ の うち ノ アザ ミ,
アズマ ヤ アザ ミ,タ テヤ マ アザ ミ,シ シア ザ ミ,カ ガノ アザ ミ,ナ ン プア ザ ミお・よび タチ アザ ミの'
練 か らpeClO'蜘 「'可P・7ジ ア ザ ミよ り"na「'ロ(ll)・ ケバ ク サ 子アザ ミよ り
・・・・・…+・ … 。・i・・(頂P
、が 艦 され,化 学 成 舷 よる一連 の輸 醗 類 の可能 性 力1
示唆 され て い る 、著 者 は ～=れらの研 究 を ひ きつ い で,さ らに広範 囲 にわた っ て 同属 植 物め.フラボ ノ、
イ ド成 分 の検 索を行 っ た、.'
微 わ ち ・前 記9騨 桝 ご厭 て 一5
.勧 σi・ ・i聰 属 渤 戯 分 を検 索 した蘇 ・T.
TABL叫 に掲鵬 く∴ヤナギァザ 醐 呼C'「s'血a「'?・ ・e・七r"・ ・叫
'"七eo■'n弛'uco9'母 叫'　 「'n拶 「u七'nの 騨7ラ ボノイ・雌 定 さ練 グ
ル柳プ騰 師 け
.られ ・もちろをサ ギアザミの齢(a・b)に みられるように 冷 後の研郷
よ?て は.Cireium属 植物 か らさ らに新 しい成 分 が 見い 出 され,類 しい フラボ ンイ ドグ ルー プが


























アズ。ヤアザ,,シ シジザ,諺 職 ア寅
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バ ク サ ン アザ ミ.麸 クサ ジラザ ミ
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審 査 結 果 の 要 旨
砦 者はS・xif・ ・gace・ ・(ユ キ ノ シ4科)に 属 す るCh・y…Pユ ・・i・憩(ネ コが ソ ゥ
翼)樹 加2種 に つ いて フ ラ ボノ イ ド成 分 の 検 索 を澄 こ左つ た。
ぞの結 果,フ ラボ ノ イ ドを含 有す る もの と,全 く含 有 しない もの と 力鞍 ぼ相半 ば し,含 有 す る も
の では,い ず れ も天然 界で は比 較 的稀 な3位 に メ トオ キ シル 基 を有 す る フ ラ ボノ ー ル配 糖体 であ る
とい う事実 を 知 り得 た。
なす わち 登ネ コノ メソ ウ,ヅ ル ネ コノ メシ ウ,ム カゴネコノ メソウ,ヤ マネコノソタ ♂タチネコ ノ メソ
ウか ちは6環 の戎 分 を 分離 したが,ツ ル ネ コノ メソ ウのpe唄ulin以 外 の5成 分はい ず れ も新
配糖 体 であ つた の で,そ れぞ れ 。hrysospユenOsiaeA,B,G,D澄 よび 昼と命 名 した。



























・クシ和 ノメソ嫡 ・魏 シ・ネコイ
.メソウ軍 万 ボン反応は働 鵬 性を示したが,蝿
はきわめ砥 く.諾 晶とレでは韓 し徽 力つ た・ただ い ぺ一パー如 マトグラフイ・ゐ璽 軍
罐 戯 分のいず濱 も一堪 なかつた・「瓦 ノ'ナネコノメソウ ・甥 ネネコノメソウ・ホクリ
クネ コノ ソウ,ボ タ ンネ ゴノメ ソ ウ澄 よび イ ワ ボ タ ンでは フ ラボノ イ ト'成分 は全 ぐ検 館き れ なか っ
た。 咳 セ,ヤ マ ネ コノ メ ソウ の成 分.で,従 来,5位 に 遊 離 の 永酸 基 を有す る もの とさ れてい た
Cl・rア・・
.・P…i嘩 つ呼 機 批 た結 果 ・3位 に ハ 薪 沙 基 を有す る2種 の フ ラボ ノー ル
配 糖体Ghr7so白:P■e豆Osid.e:B澄 よびDの'麗 合物 で あ るこ と がわかつ た。
弩ilに評σo田positae(ギ ク 科)に 属 す るCirsiu皿(ア ザ ミ属)植 物15種 の:7ラ ボノ イ ド
戎分 に 騨 して も検討 して い る。
以 上 ピ本論文 は邦 産 植 物の フ ラボ ノ イ ド成分 の研 究 に 澄 いて 、,累味 あ や知見 を加え た もの で ある 。
よつてg学 位 を授与 す る に値 す る と認 め る。
一80一
